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+）, カリウム （K+）, マグ
ネシウム （Mg2+）, カルシウム（Ca2+） の各イ
オンの濃度を測定した。
結果と考察
表 2 から表11に全採水地点のpH, EC, 溶存
イオン濃度の測定値，平均値と標準誤差を示
す。表中の「-」は採水または分析できなかっ



















































































































































































































2－, Na+, Ca2+ 濃度であり，いずれも
平均値は10 mg/l 以上，特にSO4
2－は平均値で 





鈴鹿市では，深溝町，広瀬町 1 ，広瀬町 2
において，硝酸態窒素濃度として23.0～24.8 
mg/l が検出されている 8）。これらの地点は，
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